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第２８５号
　　　　大野勉神戸ポートクラブ会長『ふたたびスタート！新しい世界を築こう！　　　　　　２０１１年９月

Finn A. Pedersen国際会長ＩＰ（ノルウエー）

“Audere est Facere-To dare is to do ”「とにかくやろう － 成せば成る」

Wichian Boonmapajornアジア会長ＡＰ（タイ）“ Mission with Faith”「信念をもって使命をはたそう」

浅岡徹夫西日本区理事ＲＤ（近江八幡クラブ）”Contribute to the Community through Active Services with Love” 
「ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献」 ―理想を目指して変革と行動！―

森 紘一六甲部部長ＤＧ　「伝統を守りつつ、若返りを図ろう！」　―もっと楽しく、もっと活発にー

９月強調月間　（Menettes）
各クラブでメネット例会を企画し、国内プロジェクトへの理解を深めましょう。
大澤玲子メネット事業主任（熊本ひがしクラブ）
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２

定例会は食費としてﾒﾝﾊﾞｰ､ﾒﾈｯﾄ、ﾋﾞｼﾞﾀｰ、ｹﾞｽﾄ各自2,000円ご負担頂きます。会員欠席ﾒﾈｯﾄ他出席連絡は前日までに坂本連絡主事まで。


２０１１―２０１２年度クラブ役員

【会長】大野　勉【副会長】山田滋己【書記】齋藤　勲【会計】小田浩【監事】山崎往夫【連絡主事】坂本庸秀

会長メッセージ　　　「ランを終えて」
大野　勉
１．応援、支援いただいたみなさまに感謝
　　西日本区、東日本区の多くのワイズメンが賛同し、応援してくださった。
　直接的な支援、間接的な支援、数え切れないほどいただいた。
　ワイズメンは、心が一つなんだということを改めて実感した。
２．コースはどのように選択したか？
　　被災した海岸沿いを走るのが一番の願いだったが、通行止めということで断念。
　今回は４号線を主としたコースとして仙台をめざした。
　ただ、阪神淡路大震災の際お世話になった熊谷市役所の方々と会うこと、福島県相馬市を通ることを重視したため、４号線だけのコースより大きく迂回した形になり、距離が８０ｋｍほど長くなった。その分、募金額も増えたので、意味あるコースと言える。
３．ねらいは達成したか？
　　道中、宇都宮で子どもたちと触れ合うことができた。仙台では、七夕祭りの中で、平和七夕として折りづるのレイをたくさんの観光客に配ることができた。さらに、相馬市では、磯部中学校の生徒、先生方と交流ができた。また、道行く人にも声をかけてもらったり、あいさつしたりできた。走りながら考えたことの１０分の３か４くらいの成果があったと確信している。
４．思い出深いことは？
　　初めて、東北道を北へ向かって車で走った時に、とても気になった山「安達太良山」について、今勉強中。道の駅で買った「安達太良山と文学」をはじめとして、「智恵子抄」「小説智恵子抄」中山義秀文学全集等、読み始めている。東北の文化や歴史について、もっともっと知りたい。それを知った上でもっと東北の人々と交流を続けたい。そんな思いを持つようになった。
　　まだまだ、復興支援は始まったばかり、次の「その時」のために、今を精いっぱい生きていきたい。

＜８月第1例会報告＞
４クラブ合同納涼例会：　８月１２日(金)１９時～２１時　

グリーンヒルホテル神戸
出席：ﾒﾝ１４ﾒﾈｯﾄ２合計１６名(神戸ポートクラブ)
　　　　神戸クラブ１３、神戸西１１、学園都市１１
　　　　他クラブ、西宮６、宝塚４、芦屋６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上合計６７名
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司会：大田厚三郎神戸西会長、鵜丹谷神戸会長

開会点鐘、挨拶：鵜丹谷神戸会長
聖句・祈祷：山崎往夫ﾜｲｽﾞ、「愛と智恵の源であ

る神よ、世界中の隣人のために奉仕を続けら

れるように、力を与えて下さい。」

ゲスト紹介とアピールタイム

アジア大会報告：学園都市クラブ杉本ｺﾒｯﾄ大活躍で１２０名のユースコンボケーション成功。

懇親会：顔なじみが多くリラックス雰囲気。

みんなで歌おう：「サリマライズ」「このこどもたちが」「笑顔とともに」

閉会点鐘：杉本隆人学園都市会長
ポートクラブは、万国旗他例会道具の準備と、当日プログラム、出席者名簿、名札、領収書作成を担当した。
＜８月第２例会報告＞
８月２５日(木) 神戸YMCA４F　会議室　18:30～

出席:大野､小田､斉藤､坂本､佐野　　　計５名　

①８月出席率：第１例会欠席の２名がメークアップのため、１５／１７で８８、２％と、なった。
②クラブ合同納涼例会は６７名参加
③東京むかでクラブ野尻キャンプでの特別例会に　大野、山田２名が参加した。
④神戸真生塾納涼大会にはメネット、コメット含めて　１３名参加。雨模様だったが、郡ﾜｲｽﾞの準備と指導のもと、「たこやき」「焼きとうもろこし」完売出来た。

⑤９月第１例会９月８日(木)18：30～　ゲストスピーチは頌栄短大・頌栄保育学院の塚本潤一師。

⑥西日本区の各部部会への参加を検討した。申込は会長が行う。

⑦他クラブ例会へ機会を見て参加しましょう。

⑧ジャガイモ、瓦せんべいファンドの検討をした。

⑨「神戸YMCA通信50号」に小田ﾜｲｽﾞが、「神戸青年7月号国際の窓」には森恭子ﾜｲｽﾞが投稿されています。ご覧下さい。
⑩9月10日(土)神戸教会にて「YMCA 125周年記念講演会・シンポジウム」が開催されます。多くのみなさんのご出席を！

＜東京むかでクラブ特別例会＞
 8月14(日)～15(月) 於 東京YMCA野尻キャンプ

8/14 6:00に大野会長の車で神戸を出発、長野県野尻湖のYMCAキャンプ場へ昼過ぎには到着し、挨拶の後、温泉で一息。その後、準備、例会へと時間が経過しました。
2009年の入会以来、初めてDBC締結クラブの例会に参加。神保会長はじめ、メンバーの方々と、そして埼玉クラブ、東京セントラルクラブ、妙高クラブの方々も参加、総勢約20名で有意義な交流を図りました。野尻キャンプの学荘は今年で76回目、先人達の思いや、長きにわたり続いている学荘の歴史の重みを知りました。先人の思いを語り継ぐ人、その思いを聞いて自分達の世代に出来ることは何か考える人、双方が居て歴史が受け継がれると思います。野尻学荘を支え続けておられる東京むかでクラブの皆様に敬服しました。
翌朝、皆様の激励を受け、大野会長と郡山へ、東日本大震災復興支援チャリティーラン＆ウォーク出発見送りで、伴奏車を運転される姫路クラブ 村田ﾜｲｽﾞ(予備校時代お世話になった方)とも再会でき、また出会いが広がりました。　　　　　　　　　　　　（山田　記）
＜神戸真生塾 納涼大会 ボランティア＞
雨の中でも笑顔で心は元気
8月20日(土) 16:00頃～19:00 　於 神戸真生塾
納涼夏祭り例会で、「たこ焼き」と「焼きとうもろこし」のブースを担当、食材準備と販売をすべて奉仕して、売上金を全て寄付しました。準備開始の16:00前は上がっていた雨がその後強くなり、例年より30分早くグランドでの催しは終了。しかしながら、未だ金券を残す方が多く、19:00過ぎまでたこ焼きを作って完売しました。一方で、とうもろこしは18:00過ぎに約40食強を完売。参加者全員の元気で、納涼夏祭りを終えました。たこ焼き、とうもろこし共に焼く人、販売する人、PRする人、地域奉仕担当リーダー 郡ﾒﾝと協力し、夫々の持ち場で、笑顔と汗があふれ、天候の悪い中でしたが例年に比し達成感と充実感を得て帰路に着く皆さんの笑顔が印象的でした。郡、丹羽、丹羽ｺﾒｯﾄ・ﾏｺﾞﾒｯﾄ、大野ﾒﾈｯﾄ、小田、齋藤、坂本、佐野、佐野ﾒﾈｯﾄ､森、山田、山田ﾒﾈｯﾄ　以上13名参加、郡さんﾞありがとうございました。　　　　　　　　 (山田　記)
＜東日本大震災復興支援ﾁｬﾘﾃｨｰﾗﾝ＆ｳｫｰｸ＞
①東京日本橋～②大宮駅～③熊谷市役所～④足利駅～⑤小金井～⑥宇都宮～⑦矢板駅～⑧那須町～⑨白河～⑩郡山～⑪二本松～⑫福島市～⑬相馬市役所～⑭山元町～⑮名取～仙台ゴール
走行総距離４３５ｋｍ。募金額45000円でした。
各地でワイズメンと温かい交流ができました。

心から感謝です！

＜仙台～石巻・大船渡・気仙沼・南三陸訪問＞
8月20日、日本基督教団兵庫教区・被災者生活支援・長田センターの運営委員として石巻栄光教会での夏祭りのジャズピアノコンサート出演をお願いした竹中真氏を運転手として石巻に入りましたが、その後仙台北教会、石巻湊小学校、大船渡教会、気仙沼の老人ホームと、毎日1回公演で被災者との交流をしながら回りました。ピアノがないところは電子ピアノを持参しての演奏ツァーでした。また、25/26日は、アジア協会アジア友の会のユースサミットと共に登米市と南三陸町でアジア13カ国からの高校生36名と共に被災者との交流が出来ました。インドネシア・アチェやスリランカの大津波体験者も加わっていました。津波の恐ろしさに対して自然を憎むのでなく、自然と共に生きていこうとのメッセージが、伝えられました。10ｍの防波堤も役に立たなかった訳ですが、それ以上いくら頑丈に造ったつもりでも想定外は起こる事を知りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　記）
＜理事通信からの抜粋＞
①東日本大震災支援の為に、「がんばろう日本！」帽子を作成販売するので購入依頼。
②ＢＦ代表への募集が開始されました。2012年9－10月インド、2013年5月ハワイ訪問です。
③大野勉会長のチャリティーランが大きく取り上げられています。

＜六甲部長便りより＞
ＥＭＣ平均年齢調査がまとまリました。2006年～2011年の5年間で六甲部全体の平均年齢は
2.4歳の上昇となりましたが、神戸ポートクラブは、ユースの入会で60.9歳から60.1歳に下がっています。ちなみに1988年チャーター時は48歳でした。山田滋己ﾜｲｽﾞは、8月17日(水) 芦屋クラブ 第1例会 部長公式訪問に随行し、 六甲部 地域奉仕･環境事業主査として出席されました。
	神戸YMCAマンスリーレポート


１，夏キャンプ、無事終了！

猛暑の中、余島を中心に各ブランチ・センターのキャンプや特別プログラムが無事終了しました。今年のキャンプ参加者（申込者）は1440名で、昨年を140名ほど上回り好調でした。
２，東日本大震災支援活動、継続中

去る7月26日（火）から29日（金）まで、ボランティアバスを宮城県に出しました。このバスには啓明学院高校の生徒30名と教員3名、学校法人神戸YMCA学園の幼稚園教諭6名が乗り込み、仙台YMCAのお世話で亘理郡山元町のいちご農園で整地といちご苗の整備などのワークを2日間にわたり行ないました。津波に襲われて、宮城名産であったいちご農園が廃墟となった中、立ち上がろうとされている農家を支援することになり、大変喜ばれたと伺っています。また、8月17日（水）から20日（土）まで、神戸YMCA、コープこうべ、神戸市社会福祉協議会の3者協働で、宮城県名取市の中学生11名を神戸に招待するプログラムが行なわれました。神戸では南京町を訪ねたり、甲子園で高校野球を楽しんだり、コープこうべでは東北物産展の販売実習をしたり、神戸でリラックスした夏休みを楽しんでいただきました。

宮城県南三陸町の小学校で8月28日（日）に行なわれる夏祭りの支援のために、全国YMCAにボランティア派遣要請があり、神戸YMCAから5名のボランティアが派遣しました。一方、神戸YMCAのキャンプや他の活動にも少なくない被災者の方々が参加してくださっていて、特に8月11日（木）から余島で行なわれた家族キャンプには、被災された福島県の3家族と9人の子どもたち（合計14名）が参加されました。その他、神戸に在住している被災された家族のキャンプが神戸市教育委員会主催で8月17日から19日まで実施され、神戸YMCAは協力団体として、好評を得ました。このように多くの被災された方、避難されている方々が神戸YMCAのプログラムを楽しんでおられます。
３、今後の予定   
　1) 125周年記念講演会　シンポジウム
　　　「真の国際人とは」

　　　　日時：9月10日（土）午後1:30～

　　　　場所：日本キリスト教団神戸教会

2) 秋の幼稚園・保育園運動会
　　　西宮YMCA保育園運動会
　9月17日


　　　神戸YMCAちとせ幼稚園運動会　同上

　　　西神戸YMCA幼稚園運動会　9月18日

　　　YMCA保育園・西神戸Y保育園運動会





　10月8日

　3) 秋のバザー・カーニバル
　　　西宮YMCAカーニバル    10月16日


　　　学園都市YMCAわいわい祭り10月16日

　　　三宮YMCA国際バザー
　10月23日


　　　西神戸YMCA幼稚園バザー　10月29日

  4) 第25回チャリティーゴルフ
　　　25回目のチャリティーゴルフが会員活動委員会の実行委員会で準備されています。すばらしい秋の一日をゴルフで楽しみませんか？

日程：10月19日（水）
場所：ｵﾘﾑﾋﾟｯｸｺﾞﾙﾌ倶楽部（三木市）

参加費：20,000円（予定）　　　
























＜８月出席状況＞　出席率：８８、２％


(出席総数)１５/１７（出席率対象会員数）


出席数：ﾒﾝ15（内 ﾒｰｷｬｯﾌﾟ2）功労会員１


ﾒﾈｯﾄ4，ｺﾒｯﾄ2　　　　　　　　計２２名


































































































，メークアップ　０，メネット　２，コメット　０，ゲスト　１０，ビジター　０





＜９月第１例会＞


福島原発事故からエネルギー問題が深刻な課題になっています。電気のない村を訪問された頌栄短大の塚本潤一師を迎えてお話を聞きます。9月はメネットの月です。


＜記＞


日　時：2011年９月８日（木）18：30～20：30


場　所：グリーンヒルホテル神戸　　


ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ： 丹羽和子ﾜｲｽﾞ(ﾒﾈｯﾄ連絡委員)


○開会点鐘　　大野　勉会長


○ワイズソング/聖句/祈祷/：山崎ワイズ


○ゲスト紹介/会食・懇親


○卓話「電気のない村でエネルギー問題を考えました。」　頌栄短期大学准教授・保育学院宗教主事　塚本潤一師


○今月の誕生者お祝い及び諸連絡、


○今月のうた


○閉会点鐘：大野　勉会長 





今後の予定


＜9月第2例会＞


　9月22日（木）18：30～　YMCA４階


＜六甲部チャリティーローンボールズ大会＞


　9月24日（土）08:30～16:30しあわせの村


＜六甲部部会＞


　10月8日（土）14：00～　神戸YMCA


＜10月第1例会＞


　10月13日（木）18：30～　ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙﾎﾃﾙ神戸


＜10月第2例会＞


　9月27日（木）18：30～　YMCA４階








《９月の聖句》


＜この地には、一面に麦が育ち山々の頂にまで波打ち、その実りはレバノンのように豊かで町には人が地の青草ほどにも茂りますように。＞（詩編72：16）


この詩編の作者の願いは、現在の東北の人々の願いであり、私たちの願いです。その願いのために、我がクラブ大野勉会長は仙台までの長い距離を酷暑の最中完走されました。しかし、これからの道程の方がより長いでしょう。私たちは続けて願い、祈り続けましょう。（Rev. Y）

















（Rev. Y）











＜９月のお誕生者＞　　　　該当者ありません。








＜現在のファンド・累計＞


　　　　　　　　 ７月　　 　 　累計


ニコニコ　　　　　500円　　  　　500円











